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本論文は序章を含め 8 章で構成されている。構成内容は以下のとおりである。 
  
序 章 揺らぐものづくり中小企業の存立基盤 
第 1 章 自動車産業を取り巻く環境変化と中小サプライヤー 
第 2 章 サプライヤー・システムの変容と中小サプライヤーの競争力 
第 3 章 グローバル・ネットワークの再編と地方圏生産子会社の競争力 
第 4 章 グローバル時代の新たな国内産業集積の形成と課題 
第 5 章 中小企業における事業革新―事業定義の視点から― 
第 6 章 中小企業におけるイノベーション創出と持続的競争優位 
終 章 求められる顧客価値の創造 
 
第 1 章から第 4 章までは、自動車産業に焦点を当てて連関する中小サプライヤーやその














































































































































業ビジョン（2013 年 3 月）」においても引用される等（14 頁～19 頁）、中小企業経営にと
どまらず、国の施策展開上も一定の学問的貢献を果たすものとなっている。 
本論文の第２の意義は、中小企業の事業革新やイノベーションに関して、先行研究を踏
まえながらも、丹念な事例収集、分析を行うことで、中小企業経営における実践を念頭に
おいた独自のフレームワークの構築を試みているところにある。D.F.Abell の事業概念を援
用した事業革新に関するパターン化や、イノベーションを創出する認知能力、把握能力、
調整能力、学習能力の４つの基盤的能力の提示がこれに相当しよう。閉塞感を高める現代
の中小企業経営において、既存の枠組の打破を目指す事業革新やイノベーションの重要性
が高まっているということはいうまでもないが、中小企業の有する異質多元性もあって、
理論的・実証的研究は未だ定説もなく、発展途上にあるといわざるを得ない。こうした中
で、本論文で示された独自の視点は実務面からの応用可能性も高いとみられ、中小企業分
野における事業革新やイノベーション研究の前進に寄与するところが大いに期待されると
ころである。 
 
以上指摘した本論文の意義を認めながらも、以下の諸課題を指摘せざるをえない。 
第 1 は自動車産業の実態分析において、導出された結論を多様な中小サプライヤー全般
に普遍化していくためには、さらに多くの事例分析を積み重ねていくことが必要なことで
ある。とりわけ筆者も認識している通り、従来型の２次クラスの中小サプライヤーやより
下層の３次以下の中小サプライヤーの競争力についての検討が不足しており、その分析が
不可欠であろう。同様に産業集積に関する考察についても、概念提起した新たな産業集積
と伝統的な産業集積との比較分析を、検討地域を広げてより深める必要があろう。 
第 2 は顧客価値を創造するためのイノベーション、あるいは業務プロセスの革新につい
てのより精緻な分析が求められることである。特に中核的技術が実践による学習を経て固
有的資源に昇華するプロセスや、イノベーションと組織のあり方についても十分解明され
てはおらず、その重要性に鑑みてさらなる理論面からの検討が不可欠であろう。 
第 3 は研究対象・方法の限定性である。上記の内容とも関連するが、本論文の考察は個
別の事例研究に依拠しているところが大きい。経営学分野の多くの研究蓄積が示す通り、
個別事例分析の有用性は高いが、本論文で取り上げられている事例をもって、ものづくり
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中小企業全体の実像を示しているとは言い難い。こうした中で、本論文における結論を一
般化していくためには一段の慎重さが求められよう。 
 
以上のように、本論文にはいくつかの残された課題はあるものの、筆者が文献研究によ
って培った分析視角を活かしながら、中小企業向け政府系金融機関在勤中から大学移籍以
降も一貫して取り組んできた全国規模でのインタビュー調査等によって蓄積してきた事例
研究の成果を体系的に整理することに成功しており、研究者として一定水準以上の能力を
有していることを示すものとして評価できる。加えて綿密、周到、徹底した現場調査をあ
らゆる場面において行っている点は高く評価できる。中小企業経営のリアリティが克明に
描かれ、貴重なケース･スタディが多数、提供されており、研究データとしてのみならず、
ケース･メソッドを多用する経営専門職大学院における教育においても有用な教育素材を
提供してくれている。さらにものづくり中小企業に焦点をあてて、構造的な環境変化に直
面する中小企業の新たな存立基盤を、サプライヤー･システム、産業集積、顧客価値創造と
いう多様な視点から、理論的･実証的に検討しようとする意欲的な研究であるという点でも
評価されるものである。筆者は、引き続き理論研究とともにフィールドワークによる中小
企業の事例蓄積を進めており、今後の一層の研究発展を期待したい。 
 
6 判定 
  
 本論文の貢献および所定の試験の成績を考慮して、本論文の提出者が博士（経営学）の
学位を授与されるのに十分な資格をもつものと判定する。 
